
 

 

 

自己研鑽 
                  校 長  河 野 秀 樹 

 

先日、新都心で行われた松田聖子さんの45周年記念コンサートを観ました。

私は高校生の時に彼女のコンサートに行きましたが、のびやかな歌声は健在で

した。ドラムやパーカッション、エレキギターの演奏に挑戦したり、ステージ

を上へ横へと走り回ったり、観客とテンポよくやり取りしながら盛りあげてい

く演出は、とても楽しいものでした。彼女は 45 年間プロとして第一線で活躍

していくために、日々健康管理やボイストレーニングを積み重ねているのだと

思います。常に感謝と、これからも精進し続けていくと語っていたのが印象的

でした。 

私たち教員も教育のプロです。教え上手でなくてはなりません。社会が激し

く移り変わる中で、常識も変わっていきます。先日、文科省初等中等教育局の

武藤久慶教育課程課長の講演の中で、学習院大学教授 滝沢美帆氏の話として

「機械などの有形資産の陳腐化が進むスピードは年10％ほどだが、人的資本の

価値は年 40％のペースで失われるとされる」ということを紹介していました。

だからこそ、私たちも常に学び続けていかなければなりません。明日からの夏

休みは、教員にとっては自らの指導技術を高める学びの時間でもあります。出

勤日には全体研修で、教科の指導方法やタブレットの活用、人権教育、生徒指

導、児童理解、小・中一貫教育などについて学び直します。特に、美園南中と

は SSDB（さいたま市スクールダッシュボード）の合同研修で、教育データの

利活用について、東京学芸大学先端教育人材育成推進機構 准教授 山下雅代氏

や、さいたま市教育委員会教育研究所指導主事による指導・助言を受けます。

それ以外にも、各教員は自らの課題意識にそって様々な研修を希望して受けま

す。例えば、校内研修のテーマである「個別最適な学び」と「協働的な学び」

について学びを深める者、自身の得意分野や強みを生かして伸ばす者、生成Ａ

Ｉや苦手なパソコンの活用技術を高める者、コーチングの手法を学ぶ者、異業

種の仕事経験をする者、旅先で歴史や文化を学ぶ者などがいます。子どもたち

が「もっと先生と勉強したいなあ」と思うような魅力ある教員になれるよう、

私たちは学び続けます。 
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【１学期の学年の活動】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

ネッククーラー贈呈式 SSN協議会 合同点検 着衣泳 ラジオ体操贈呈式 

お知らせ 

【個人面談への御協力ありがとうございました】 

 ６月下旬～７月上旬に実施した個人面談では、御多用の中、御都合をつけて御来校いただき、誠にありがと

うございました。 

保護者の皆様と直接お話しすることで、担任にとってはお子さんの成長や御家庭での様子をより深く知る貴

重な機会となりました。今後も、学校と御家庭が連携しながら、お子さん一人ひとりのよりよい成長を支えて

まいりたいと考えております。引き続き、御理解と御協力をよろしくお願いいたします。 

 

【心温まる御支援に感謝 ～ネッククーラー贈呈式～】 

６月２７日（金）、地域の菊地友美様より、１年生全員分のネッククーラーを御寄贈いただきました。校長室

では、１年生と６年生の代表児童が出席し、感謝の気持ちを伝える贈呈式を行いました。暑い季節を安全に過

ごすための心強い御支援に、心より感謝申し上げます。 

 

【地域とともにある学校〜第１回美園小学校スクールサポートネットワーク協議会〜】 

７月２日（水）、第１回美園小学校スクールサポートネットワーク協議会を開催しました。多くの皆様に御参

加いただき、家庭・地域・行政が連携し、地域ぐるみで子どもを育てることの重要性を改めて感じる機会とな

りました。第１回学校運営協議会の内容をもとに、活発な情報共有と意見交換が行われました。 

 

【子どもたちの安全な登下校のために～通学路合同点検～】 

 ７月７日（月）、警察・行政・美園南中学校・PTA・学校運営協議会の委員長や地域の皆様とともに、通学

路の合同点検を行いました。子どもたちの登下校時の安全確保に向けて、今後も関係機関と連携しながら改善

に取り組んでまいります。 

 

【水の事故から命を守る力を～安全確保につながる運動・着衣泳～】 

 ７月１１日（金）、６年生が水泳運動の学習で「着衣泳」を行いました。服を着たまま水に入る体験を通して、

水の事故時に自分の命を守る力を学ぶことができました。体が重く感じる中で落ち着いて浮く体験は、子ども

たちにとって貴重な学びとなりました。 

 

【夏休み・ファミリーラジオ体操に向けて～「夏休み・ファミリーラジオ体操」記念品贈呈式～】 

７月１５日（火）、青少年育成美園地区会会長の石田様より、今年度もラジオ体操カードと記念品をいただき

ました。校長室では、6年生の代表児童が出席し、感謝の気持ちを伝える贈呈式を行いました。 

夏休みの朝に体を動かすことは、生活リズムを整える上でも大切なことです。御家庭でもお声かけいただき、

健康的な生活づくりにつなげていただければと思います。 

 

 

 

 



【１学期の児童の活動様子】 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 


